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1 は じ め に

水田転作作物の一つとして,耐湿性の強いハ トムギが選
ばれ,日本国内の各地の在来系統から優良種が選定された。

早生系として青森の中里在来 ,晩生系として岡山在来 ,中
間の岩手の徳田在来が栽培されている。特に中里在来はこ

れらの中では比較的寒冷に強いことから最も栽培面積が多

ヽヽ。

KemptOn2)は ビルマ,中国,イ ンドなどから収集したハ

トムギ σο″ ί
`″
″′―″′j L 47系 統 の もち・ う

るち性を調査して,9系統がもち性, 2系統が一部分もち
性の混入であり, 3系統が半々の混入,残りはもち性と異
なっていることを確かめた。阪本3)によれば最近ビルマか

ら入手した24の 内,22が もち性 , 2が混合であったことを

確かめている。

村上 4)は飼料作物としてハ トムギ,シュズダマの交配に

より雑種のヘテローシス利用を目的として交配を行ない2

者が容易に交配し種子はうるち性を示す結果を得ている。

Ikawa et a10は 岡山在来 (も ち性)中里在来 (も ち性)

中里在来 (非 もち性)を供試し,基本的には,ハ トムギは

もち性,ジ ュズダマはうるち性である。澱粉の特徴はトウ
モロコンのそれと近似していることを明らかにした。
ハトムギは日本薬局方では殻が軟らかく,も ち性とされ

ている。もち性は単子葉のイネ,オ オムギ,モ ロコシ, ト

ウモロコン,ア ヮ,ハ トムギの 7種 ,双子葉のアマランサ

スで知られている。この遺伝性はイネ, トウモロコン,オ

ォムギ,モ ロコン,ア マランサスで確認され,劣性単一因

子により,自然突然変異から生じるとされている。

表 1 ハ トムギのうるち粒率調査例

筆者等が調べた少数の例を表 1に示したが,これによれ

ば中里在来がうるち性混合比率が高く,岡山在来がこれに

次ぎ,その他は低度であった。ハトムギについて,もち性 .

うるち性の混合が総合的品質に及ぼす影響は必ずしも明ら

かではないが今後の課題であるので,品種・ 系統のうるち

粒混入率及びもち性系統分離法を検討した。

2試 験 方 法

(1)供試材料及び個体

試験 I ハ トムギ品種・系統のうるち粒率調査
表2に示す18品種・系統,比較参考の6系統,計24品種・

系統を供試した。各品種・系統10株の混合種子から任意の

100粒を抽出して(2)に示す方法でもち,う るち性の判定をっ

た。

試験Ⅱ もち性,う るち性種子の次代におけるもち性 ,
うるち性の分離

中里在来種を用いて,2)の方法により種子の,も ち性 ,

うるち性を判定し,も ち群 (55個体),う るち群 (42個体)

及び未判定群 (17個体)別にポット栽培した。群間の交雑

をさけるために,群間で隔離し各群内のポットは3■の間

隔で配置した。個体別に収穫 し, 1個体100粒を抽出して

0)の方法によりもち性,う るち性の判定を行なった。

2)も ち性,う るち性の判定方法
ハ トムギの胚乳部分を露出させヨード・ ヨードカリ液を

処理し,水洗後青染をうるち,赤染をもち性と判定。ヨウ

ド・ ヨードカリ液 :蒸留水100mlに ヨードカリ1,を溶か

し,こ の液に1,の ヨードを溶かして作る。

3 試験結果及び考察

試験 I 品種特性調査に供した18系統では表2に示すよ
うにうるち粒率10%以上が 3系統,0～ 1%が 4系統でそ
の他は中間であった。このように多くの系統にうるち性子

実が認められ,ハ トムギは必ずしももち性のみではなかっ

た。また表 1及び表 2で示されるように同一系統でも栽培

方法によって自然交雑率が異なるためにうるち粒の害1合は

異なった。

試験二 各群毎に個体別に採取した子実のもち性,う る
ち性を判定した結果を表 3に示した。もち群に供試した55

個体はすべてもち性であったのに対し,う るち群では,う

るち性子実のみの個体は10で もち性子実のみの個体は0,

もち,う るち混合個体が32あ った。未判定群ではうるち性

のみの個体が 4,も ち性のみの個体はなく,も ち,う るち

混合個体が13個体であった。混合個体のうち4個体はもち
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表 2 ハトムギ系統のうるち粒率 表 5 うるち群から生じた混合個体におけるうる
ち/も ち比出現数

岡 山 在 来

中 里 在 来

秋 田 在 来

宮城センター系
尾  花  沢
リオグランデドスル

マトグロソソ
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MaYuenStapf
鎮 安 郡 -3
仁 実 郡

系統名  うる うるち

高 廠 郡
プラジル 3号
岡山 3号
黒石在来

1号 (参考 )
奥羽 2号 (参考 )
奥羽 3号 (参考 )
中里在来 (比較 )
岡山在来 (比較 )
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中里在来 (比較 )
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注 盛岡試験地1988年産についての調査結果

性率が高く 06%以 _ヒ ). 9個体は低いもち性率であった

(12～ 28%)(表 4)。 明らかにもち性率の異なる 2群の

個体の出現は未判定群に含まれていたもち性個体が隣接す

る個体の花粉と交雑したことによると思われる。

うるち群から生じた混合個体 (32個体)の うるち/も ち

率は表 5に示すように18か ら67ま で出現し平均37で

あった。ここでトウモ●コンと同様,こ の遺伝子は劣性単

因子とするとうるち/も ちの比は理論値 3をとるので,理

論値 3の χ2検定を行なった結果 n-32で χ2‐ 2306

<50 89 αold←匈となリトウモロコンと同様な遺伝をする

ことを確認した。

表 4 未分離群混合個体13霧の個体別うるち粒率

図1 分離行程

4  ま   と   め

ハ トムギの子実品質にはもち性とうるち性があり,個体

内でも両者が混合して収穫されるものがある。もち性のみ

の純系を選抜するには,子実にヨード ヨード加里反応を
利用してもち性の種子のみを選抜し,他の種類と隔離栽培

して採種すれば純系が得られる。

ハ トムギのもち性はトウモロコンと同様劣性単因子によ

って遺伝することを確かめた。
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表 3 群別 うるち,も ち,混合個体出現数
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